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例 広コ

1 . 本書は、昭和62年 1月19日から同年 3月31日まで実施した静岡県掛川市古|首]字花ヶ脇1909

8外に所在する瀬戸山 1--b 遺跡、の発掘調査報告書である。

2 . 発掘調査地点の地籍は、掛川市吉岡字花ヶ脇1909-8である。

3. 発掘調査は、瀬戸山 I遺跡地内で計同された茶園改植に先立つ緊急の発掘調査で、国および、

静岡県の補助金を得て掛川市教育委員会が実施した。

4. 発掘調査では、土地所有者の原田つよ氏ならびに原田享司氏、周辺土地所有者の鈴木英年氏

には、埋蔵文化財に対し多大なご理解とご協力を項いた。

5. 発掘調査は、掛川市教育委員会の松本一男が担当し、市内在住の戸塚和美君には多大な協力

を得て行った。また袋井市在住の前日庄一氏には現地で実測作業のお手伝いをしていただいた。

6. 発掘調査ならびに整理調査では次の方々の参加を得た。

戸塚和美・鈴木きの・大場せっ・大場しま・大庭三代子・小沢ろく・久保田まさ・鈴木辰江・

鈴木はつ子・松浦せい子-萩田みさ子・鈴木操・萩田ふさ・佐藤かやの・石川里子

7. 本書の編集は松本が行い、遺物の実測・トレース・執筆ならびに遺構全体凶のトレースにつ

いては戸塚が行い、他の作業の全てと執筆は松本が行った。

8. 発掘調査事業業務は、掛川市教育委員会教育長伊藤昌明・社会教育課長安達啓。文化係長岩

井克允のもとに社会教育課が所管した。

9. 調査によって得た資料は全て掛川市教育委員会が保管している O
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I 発掘調査と遺跡の概要

1園調査に至る経緯と調査の目的

掛川市の凶城、袋井市との境を北から南へ向かつて流れるJlIがある。原野谷川である。原野谷

川|は、掛川市北部の白光山赤メゾレ山に端を発し、下流において手木川・逆川などを合わせて袋
(1) 

井市域に入 1)、太同川と介流する O その長さ28380mを測り、佐卜川市内では最も長い川である。

この原野谷川流域には、 rjl小さまざまな広さの河岸段JTーがあり、段丘上に多くの遺跡をのせてい

る。これから紹介する瀬戸山 I~b 遺跡(瀬戸山 I 遺跡 b 地点)も、これら河岸段丘の内の一つ

“吉岡原"(掛川市各和地区・高出地区@吉岡地区に広がる干[1田岡原のーつ)を舞台として繰り広

げられた人聞の足跡(遺跡)である。

現在、和田岡原一帯には茶闘が広がっており、ここで生産されるお茶は茶所掛川をささえるほ

どまでになっている。いつの時代・何事にも改革はっきもので、この茶園栽培においても近年来

品種改良が行われている。この品種改良では、耕作土の入れ替え(地表土と地山土との転換、い

わゆる“天地返し")が取り入れられており、大地に五Ijまれた人聞の足跡(遺跡)に思わぬ被害を

もたらす結果となった。

今回、調査の対象となった瀬戸山 I遺跡のこの地点でも茶樹改植の計画が一上がり、遺跡の消滅

が免れない状況となった。そこで掛川市教育委員会では、固と静岡県の補助金を得て、遺跡の記

録保存を目的として発掘調査を行うこととなった。

(参考文献)

(1)若森英雄他 『掛川市誌』 掛川市@掛川市誌編纂委員会

2園調査の方法と経過

今回実施した発掘調査地点は、吉岡原の南端部付近の標高およそ55mに位置し、西側に 1本の

大きな谷が南から入り込んで、いる O

現地調査では、まず始めに調査区の設定を行い、次に昨年度確認した土層確認状況に従って重

機による耕作土の掘削作業を行った。続いて人工による調査商の掘削@精査@遺構の確認を行い、

並行して杭打ち作業を行った。

杭打ち作業は、調査地の北東角の地境杭付近(地境を保護する意味で)に基点 (A，1)杭を

打ち、道路に面した南東角付近に見通しの点を設定することから始めた。この 2点を結ぶ線を調

査の慕本とし、基点 (A， 1)杭から南へ 5m毎に (B， 1)、(C，2)、・・・…、 (F，1) とい

う杭を打った。そしてこれらの杭から900同rnjきに機械の頚を振り、それぞれ 5m毎に杭を落とし

た。こうして 5m四方の小区画を設定し、それぞれの小民同の名称は区画の北東隅に位置する杭
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の名称をそのままあてることとした。つまり、 (A，

1 )グリッドの北東角には (A， 1)杭が、 (C，

3 )グリヅドの北東角には (C，3)杭が位置し、

逆に (A， 1)杭の南東に位置する区画を (A，

1)グリッド、 (C，3)杭の南東に位置する区画

を (C， 3) グリッドと呼ぶこととした。調査で

は、遺構の検出位置、遺物の出仁位置を上述した

小区i市|の名称に従い表記し、本報でもこの呼び方

に従って報告した。ただし、遺構内出土遺物につ

いては、 00遺構出土遺物として取り上げを行っ

fこ。

現地での図面については、遺構全体図を上記設

定の区画に合わせ20分の l縮尺で作成し、主たる

小穴その他遺構については10分の l縮尺により実

測図を作成した。

写真による記録は、ブローニーサイズ (6x 7) 

原画白黒、 35mmサイズ原l育l白黒@カラリバーサル

撮影により行った。

現地での作業は、以上の内容により検出した遺

構@遺物の記録を行い、 3月26日， 27日両日の埋

戻し作業を最後とし終了した。

3固遺跡の位置と周辺環境

瀬戸山 I遺跡は、掛川市街地から北西に約10km

程行った吉岡地区に所在する遺跡で、この吉岡地

重機稼動風景

発掘作業風景

区の東側を北から南に流れる川‘原野谷}J1"が形 実現.IJ風景

成した河岸段丘“吉岡原"の南域を占地する。現

地へは、吉岡原を東西に横切る“県道掛川山梨線"を南に500m程入ると行き者くことができる。

瀬戸山 I遺跡が立地する吉岡原は、標高55m~60m前後を測る河岸段丘面であるが、ここから

南へ向かうと標高30m~50m代の“高田原"と呼ばれる河岸段正面が続く。この吉岡原ならびに

高田原の西側には、南ーから北へと入り込む谷が幾本にも枝分かれをして、段丘面を切り込んで、い

るO 瀬戸山 I遺跡が所在する一帯は、これらの小谷によって舌状に迫り出した台地状を形成して

いる。そしてこれら小谷が今でも水の源として、人々に潤いを与え続けている。

瀬戸山 I遺跡は、こうした地理的環境を背景として営まれた集落跡であるが、吉岡原。高田原
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には、この他にも同時代の遺跡、が数多くイ了ー在する。

次にこれらの遺跡を紹介し、遺跡の動きを探って

みたい。(第 1同@第 2図参照)

標I吉田m~6omftに立地する遺跡は、城ノ腰遺

跡。東原遺跡。中原遺跡・高EEI上ノl段遺跡・溝ノ

口遺跡。今坂遺跡 a吉岡原遺跡。瀬戸UlI . II遺

跡である。この内段丘縁辺部に位置するのは城ノ

腰遺跡・東原遺跡.r吉田上ノ段遺跡・吉岡原遺跡

で、講ノ口遺跡・今坂遺跡@瀬戸山 I. II遺跡は

小谷を囲む位置に占地している。

次に標高40m代に立地する遺跡は、瀬戸山1Il遺

跡。花ノ腰遺跡@高田遺跡・女高遺跡がある O 段

丘縁辺部に位置する遺跡は女高遺跡のみであるが、

他はすべて小谷を倒んで位置する遺跡、である。

次にこれらの遺跡群の動きについて触れてみた

いが、その前に遺跡毎の継続時間を表面採取資料

によりまとめてみる(1)

a.縄文時代晩期末に成立し古墳時代前期まで継

続する遺跡…-瀬戸山II遺跡、

b.縄文時代晩期末に成立し古墳時代中期以降ま

で継続する遺跡…・・・吉岡 Fノ段遺跡

C.弥生時代rl"期に成立し弥生時代中期で終結す

る遺跡.....ーな し

d。弥生時代中期に成立し弥生時代後期まで継続

する遺跡・・ー・・な し

e.弥生時代中期に成立し古墳時代前期まで継続

する遺跡・・・・・・女高遺跡

遺跡遠景(東から)

遺跡遠景(北から)

遺跡近景(調査前)

f .弥生時代後期に成立し弥生時代後期で終結する遺跡一一・-中原遺跡

g.弥生時代後期に成立し古墳時代前期まで継続する遺跡…・・東原遺跡・書ノ日遺跡・今坂遺跡・

吉岡原遺跡。高田上ノ段遺跡。瀬戸山 I遺跡・瀬戸山III遺跡。花ノ腰遺跡

h.弥生時代後期に成立し古墳時代中期以降まで継続する遺跡・・・城ノ腰遺跡@高田遺跡

である。これらの状況は、あくまでも表採資料によるもので今後調査することにより多少の違い

はでてくると考えられる。しかしここでは表採資料であるがということを前提条件として、これ

ら遺跡群の動態を地形を加味して探ってみたい。

高田原と吉岡原における最も古い資料を出す瀬戸山 I遺跡と吉岡下ノ段遺跡、が、段丘面上位面
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と下位両(平面的に見れば同但IJ域と東側域)のそれぞれにまず成立し、これらがE:t体となり、弥

生時代後期に宅ると吉岡下ノ段遺跡、が高旧トーノ段・中原'城ノ腰・東原の各遺跡を生み、瀬戸山

II遺跡がまず女高遺跡を生みさらに高田遺跡を生んだ。 瀬戸111II遺跡は一方で今坂・溝ノ 1I'吉

岡原・瀬戸山 I'瀬戸山lII'花ノ腰などの遺跡を生んだ。弥生時代後期に遺跡の数が増える現象

は当地域に限らず市内各所に観られる現象である。いずれにせよ、高間原@吉岡原には遺跡が増

えた。瀬戸山 I遺跡はこうした遺跡の動きの中で、弥生時代後期に成立し古墳時代前期まで継続

した集落跡である。

《参考文献》

(1) 佐藤由紀男「弥生時代の遺跡の概要Jr挽川市遺跡分布調査報告 1j掛川市教育委員会(1984)

第3闇 瀬戸山 I-8遺跡出土土器実測図
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H 調査の肉審

今回の発掘調査では、掘立柱建物跡 (SH) 1棟と小穴(S P) 158基、そして|時期@意味不明

遺構 (SX) 1基のみであった。調査区の北側半分については、最近まで家屋のあった所で、ゴ

ミ捨て穴、 ドブ穴などの現代物が混入する穴が確認された他、屋敷と畑との地割溝も確認されて

いる(第 4岡遺構全体図中網目のかかったものがそれらである)。

出土遺物は、第10図に示したものが大半で全て土器破片であった。そしてこれら遺物は全て小

穴などの遺構内からの出土で、ある O

当該地点周辺で遺物包合層とされる黒色土あるいは暗褐色土などの自然堆積層は、当調査地点

南西隅でも確認しているが、調査では遺構外出土遺物はほとんどなかった。

当該地点での居住に伴う遺構が少ないこと、出土した遺物が非常に少ないこと、遺構外出土遺

物がほとんどないことなどを考え合わせると、当調査地点は瀬戸山 I遺跡の西側のはずれに近い

場戸庁でないかと思われる。

ともあれ、この項では数少ない遺構の中から、掘立柱建物跡 (SH01) と小穴のうち掘り方の

確かなもの (SP 41・51. 52・81・83'92・95・97・100・106. 107・128)そして時代@意味不

明遺構内 X01) と、fZl化に堪え得る土器破Jtをrt心に紹介する。

1 ，遺構(第4圏~第9国)

前述したように今回の調査で確認した遺構は、掘立柱建物跡 (SH) 1棟、小穴(S P) 158基、

時代@意味不明遺構 (SX) 1基のみである O

これらの構築時期は、第10図に示した土器破!十から考えるにおおむね弥生時代後期(あるいは

弥生時代後期から占墳時代前期前半頃)と考えられる。

またこれらの遺構は、 J目立柱建物跡が調査区の束域に、図化した(第 6図~第 8図)小穴は調

査区の中程から南域にかけて、そして時代@意味不明遺構が調査区の西域に検出したものである O

以下、挿図に従い説明を加えていく。

S H01 検出した位置は C~D-1 グ I} ッドで、柱穴列東側半分の柱穴列は調査区の外に位

置する。間n幅は明らかでないが、奥行5、6mを測るものと考える(l間・ 2間ある
いは 2問.3聞の規模となるか?)。長軸方位は、ほぽN-llO-Eを測る。出土遺物は、第10図 2-

8の土器破片のみである。これらの遺物内容から弥生時代後期後半の構築物であると考えたL、。

次にこの掘立柱建物跡を構成する柱穴個々について説明を加えておく O 北から南へと SP77・

S P78 . S P79と並ぶ。 SP77は、平面形が不整方形の柱穴で、;長径86cm・短笹82cm'確認面ーか

らの深さ40cmを測る。覆土は、①黒色土(ローム粒含有。粘性・しまりのある土)、②時褐色七(ロー

7 
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調査匪完掘状況(南から)
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SHOl完掘状況(南から)

SH01完掘状況(酉から)



ム粒含有。粘性・しまりのある土)、③暗貰褐色土(小砂利を含有。粘性。しまりの日郎、土)で構

成される。 SP78は、平面形五角形の柱穴で、長径82cm0 短徒75cm・確認面からの深さ56cmを測

る。覆土は、①黒色土(ローム粒合有。粘性・しまりのあるこり、②暗褐色土(ロームとの溶i昆が

見られ明る味のある土。粘性・しまりのある土)、③黒色土(粘性@しまり共にある土)、④黒色

士(ローム粒・小砂利を少々含む。粘性・しまりは強い)の 4層により構成される。 SP79は、

平面形不整方形の柱穴で、長径88cm.短径80cm.確認出ーからの深さ50cmを測る。覆土は、①黒色

土(ローム粒含有。粘性・しまりのある土)、②暗黄褐色土(ロームがブロック状に混入。粘性@

しまりの強い土)、③暗褐色土(ロームとの溶i昆が見られる。粘性@しまりの強い土)の 3層によ

り構成される。各々の柱穴土層断面図では柱痕がうまく表現されていないが、調査所見ではSP

77とSP79はやや凶寄りに、 SP78ではやや内側の束寄りに柱痕らしさ落ち込みを確認している O

土層断面図では各々の②層がその一部である。

B-C-2グリッドに検出した小穴である。平面形@断面形ともに不整形であ
S P51 .52 

るo S P 51は中央よりやや東寄りが一段低く窪んで、おり、 SP 52は中央付近が最

も深くなる。 SP 51は長径llOcm.短径73cm.確認、面からの深さ22cm最深で'40cmを測る o S P 52は

長径(推定)66cm.短径52cm.確認面からの深さ25cmを調IJる。

小穴の覆土は、 SP 51が①黒色土(ローム粒散在。粘性あるがしまりない土)、②暗偶色士(ロー

ムがブロック状に混入。粘性(土4郎、がしまりのない土)、③暗褐色土(ローム粒が少量合まれる。

粘性・しまりのある土)、④暗褐色土(ローム粒が多量に混入。粘性・しまりの強い土)で構成さ

れる。 SP52が⑤暗褐色土(粘性はあるが、しまりのない土)、⑥暗貰褐色土(ロームとの溶混が

見られ黄色味のある士。粘性・しまりの5郎、土)、⑦暗貰褐色土(ロームとの溶i昆が激しい。粘性@

しまりともに強い土)で構成する o S P 51とSP52は一見同じ遺構であるが、土層観察状況では、

別遺構であり、 SP 52の方が新しい遺構であることが確認できた。

D-2グリッド束寄りの位置に検出した遺構で、小穴というよりも土坑として扱う
S P81 
べき状況を示している。大きさは、長径127cm・短径65cm・確認面からの深さ31cmで、あ

る。出土遺物はない。

覆土は、①暗褐色土(ローム粒合有。粘性はあるがしまりのない土)、②暗褐色土(ローム粒と

小砂利を含有。粘性はあるがしまりのない土)、③暗褐色土(小砂利を合有。粘性はあるがしまり

のない土)、④暗褐色土(ロームとの溶i昆が見られやや黄色味のある土)で構成される。

今回の調査の中で最も大きな小穴で、 SP81同様土坑として扱うべきかも知れない。
S P83 
検出した位置は、調査区の中央C-D-2-3グリッドの範囲である。大きさは、長

径245cm・短径78cm.確認面からの深さ25-35cmで、ある O 出土遺物はない。

覆土は、①黒色土(小砂手IJを含有。粘性はあるがしまりのない土)、②暗褐色土(ロームとの溶

混が見られ黄色昧のある土。粘性はあるがしまりはない)、③暗黄褐色土(ロームとの溶i昆激しく

黄色味のある土。粘性・しまりの強い土)、④暗褐色土(ローム粒・小砂利を含有する O 粘性か強

くしまりのある土)、⑤暗褐色土(小砂利を含有。粘性が強くしまりのある土)、⑥暗褐色土(ロー

。乙
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ムとのj容i昆が見られる。小砂利を合み、粘性はあるがしまりのゆるい土)で構成される。平面形

ではムつの遺構であるが、断面形から見て複数の遺構が寄せ集まったとも考えられる。
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S P92 
S P83の南、 D-2グリッドの南西隅に検出した小穴である O 平面形はほぼ円形で、

長さ36cm.I隔34cm'確認而からの深さ34cmで、ある O この小穴からの出土遺物はない。

覆土は、①黒色::1:(粘性が強くしまりのある士)、②暗褐色二1:(ロームとの溶j昆が見られる。粘性

が強くかたくしまりのある仁)で構成される。
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S P95 
S P92の西側、 D-:3グリッドに検出した小穴で、ある。平面形は不整形であるが、

断両形で柱穴状を呈する。長さ29cm'幅22cm'確認面での深さ23cmを測る。覆土は、

①時褐色土(ローム粒が散見される土で、しまりはな1，， )、②暗褐色土(ロームとの溶i昆が見られ、

粘性はあるがしまりのゆるい士)で構成される。出土遺物はない。

S P95の西側、 D-3グリッドに検出。平面形はほぼ円形で、長さ42cm'幅41cm'確

認面からの深さ30cmを測る。覆土は、①黒色土(粘性はあるがしまりはなしサ、②暗褐

色土(小砂手11を含み、粘性@しまりのある士)で構成される。 tH土遺物はない。

S P97 

S P 95 • 97と同じD-3グリッドに検出。平面i形は不繋形で、遺構の中央部が一段
S Pl00 
深くなる。長さ 150cm・幅70cm'確認両からの深さ15cm.最深部で、27cmを測る O 覆士

は、①暗褐色士(ローム粒@小砂利を合有。粘性。しまりのある土)、②暗褐色土(①よりもロー

ムと混ざる。小砂干IJを含み、粘性。しまりのある土)、③暗褐色士(一層ロームとの溶混は増す。

粘性。しまりのある士)で構成される。出土遺物はない。

S P106 
調査四壁際のE-4グリッドに位置する O 平面形は不整形で、大きさは長さ・ i阪と

もに35cm'確認面からの深さ35cmで、ある O 覆土は、①暗禍色士(ローム粒合有。粘性

はあるがしまりのない土)、②暗褐色土(ローム粒合有。①よりも黒昧のある土で、粘性があるも

ののしまりのないj:)で構成される。出土遺物はなL、o

S P 106のすぐ南降りに検出した遺構で、遺構の底には一段低く小穴状の落ち込みを
S P107 
確認。調査区の西側に遺構が出ているので規模は定かでなし、。覆土は、①暗褐色仁(炭

化粒・ローム粒を合む。粘性は強いが、しまりのない土)、②黒色土(炭化粒含有。粘性はあるが

しまりのない士)、③暗褐色土(ロームとの溶混が見られる。粘性はあるが、 しまりのゆるい土)

で構成される。出土遺物はない。

調査区の南壁際F-3グリッドに検出した。南側の一部を調査区外に求められるo
S P128 

この為、平面形。規模は定かで、なL、。覆土は、①暗褐色土(ローム粒合有、粘性はあ

るがしまりのゆるい土)、②暗褐色土(ロームと溶混、小砂利を含む。粘性は強いがしまりはなL、)、

③時黄褐色士(ロームと目のj容i昆激しく黄色味のある土。粘性強くしまりのある土)で構成される O

出土遺物はない。

S P141 
調査区の南東隅、 E-lグリッドに検出。平面形はほぽ方形、大きさを長さ60cm'

幅56cm' 確認面からの深さ 27cm と ì~IJ る O 覆土は、①黒色土(ローム粒混在、粘性はあ

るがしまりのない土)、②黒色土(ローム粒混在、粘性@しまりの強しミ土)、③暗黄褐色士(ロー

ムとの溶i昆激しく黄色味をもっ。粘性@しまりの強い土)で構成される。出土遺物はない。

S X01 
調査区の西壁際 B~C-3 グリッドに検出。検出状況から西側に延ぴることは必至

で、規模・形状は不明である。ただ底面はほほ、平却で、深さ20cm前後を測る O 覆土は、

①黒色土(炭化粒・ローム粒を合有。粘性・しまりのある土)、②暗褐色土(炭化粒@ローム粒多

量に含有。粘性はあるがしまりのゆるい土)、③暗貰褐色土(ロームとの溶混が見られる。粘性は

強いがしまりのゆるい士)で構成される。出土遺物はない。
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2園遺 物(第10盟)

今回の調王子で11¥ニ!--した遺物はすべて士器の類である。/1¥土土器のほとんどが小破片で、総数も
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出土遺物(1)

出土遺物 (2) 
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20点にも満たなL、。このうち実ì~ljnT能なものすべてを凶示し、第10[ヌ|に掲載した。以下番号順に

説明していく。

1はSP 50からの出土土器て、ある o j:甘形土器の11縁部小破片で、内面、 11辱部外面にはナデが

施され、外面下部には縦位のへラ磨きが認められる O

2-8はSP777小らの出土士器である。 2 は壷 JIラ土器の胴部破片で、外面には縦1~t:のハケ目が、

内面iにはナテーが施されている。

3 -8はし、ずれも台付要形土器であるが、 3と4、?と 8は色調。胎土@焼成・調整等から判

断してそれぞれ同一個体の破片と考えられる。 3は口縁部破片で、外面には口縁部から頚部にか

けて縦{立のハケ目、下部には横位のハケ目が施されている。日唇部には1I3.面を設け、櫛状工具に

よる刻みが施されている。内面には上部に横位のハケ目、下部にはナデが施されている。

4も口縁部破片であるが、口唇部は遺存しない。 3と同様の調整が認められ、外面にはスス痕

も石室認できる O

5は胴上半部破片で、外面に斜位のハケ目、内面にはナテかが施されている O

6は胴下半部破片で、外面に縦1'Lのハケ目、内面に板ナデが施されている O

7、 8は胴下半部片で、外面には斜仕のハケ目、内面には板ナデが施されており、一部スス痕

も認められる O

9はSP 1177からの出土土器で、台付斐形 1"器のu縁部破片である。 u唇部にm耐を設け、坦
函には横位のハケが、r:l唇音15外面には櫛状工具による亥IJみが施されている O 外面には口縁部から

頚部にかけて縦位のハケ目が、胴部には斜位のハケ目が施されている O 内面には口縁部に横位の

ハケ日、胴部には板ナデが施されている O また外面全体にスス痕が認められる O

10はSP 121からの出土土器で、壷形土器胴部破片で、ある。外出には縦位のハケ目が施されて

おり、内面iにはナデが認められるが、胎土には砂粒を多く含んでおり、焼成はあまく、遺存状態

は悪い。

11は遺構外出土土器で、 E-3G r d遺構確認面より検出された。壷形土器胴部破片で、内

面にはナデが認められる程度で、全体的に違存状態は悪く、調整痕は明確でない。

以上が今回の調査で出土した図示可能なものすべてである。遺物の絶対数が極めて少ないこと、

いずれも小破片であることなどから多くを言及することは困難であるが、帰属時期について触れ

ておきたい。 3、9の台付護形土器の特徴、 r1唇部に坦面を設け、 1筒状工具による安IJみを施して

いること、口縁部外面はナテで、はなく、ハケ目が施されていることなどから弥生時代後期(菊川

式)に属すものと考えてよかろう。他のものについては小破片であることから積極性に欠けるが、

同遺跡の他地点(瀬戸山 I-a遺跡)出土の遺物を参考して考えると、瀬戸山 I-a遺跡出士の

土器は弥生時代後期から古墳時代前期のものであり、当遺跡の遺物も|司時期のものと考えてよか

ろう。よって 3、9以外の土器については、弥生時代後期から古墳時代前期に属するものとして、

ある程度の時間幅を持ってとらえたい。
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田 ま と め

以上述べてきたとおり、今回の発掘調査では掘立柱建物跡 (SH) 1棟と小穴 (SP) 158基

そして時代・意味不明遺構 (SX) 1基を確認し、それらに伴ない少数であるが弥生時代後期~

古墳時代前期に属すと思われる土器破片を出土した。ここでは、本報告のまとめとして(l) 調

査地点が瀬戸山 I遺跡内のどんな位置にあたるのか?、 (2) 今回出土した遺物から瀬戸山 I遺跡

がし、っ頃営まれた遺跡であるのかにこの 2点について遺構の配置状況・出土遺物の特徴・調査

所見から考察してみたL、。

(1) 今回の調査地点が瀬戸山 I遺跡のどんな位置にあたるのか?

結論から述べれば、遺跡内の西域付近であると考えたし、。調査区の東域に検出した掘立柱建物

跡の機能を特に考えないで遺構の配置状況を観ると、数多くの小穴(柱穴状を示す小穴は少なく

そのほとんどが単に小穴であるもの)が分布する中にあって、掘立柱建物跡 I棟は調査区の東壁

際に検出した。これは当該地点の東側で数多くの竪穴式住居跡ならびに描立柱建物跡を検出した

A地点(1)との面積当りの遺構検出量と比較して非常に低い密度であることから、遺跡の端の状況を

示すものと考えられる。さらに遺物の出土状況を観ても、今回の調査で出土した遺物の量は極く

わずかで、その多くが小穴からの出土であった。これらの状況は全て遺跡の端での状況を示すも

のであると考えられるのである。それでは遺跡の中心はどこか?やはり当調査地点の東側で確認

したA地点(1)付近が瀬戸L1J1遺跡の中心であると考えたい。

(2) 今回出土した遺物から瀬戸山 I遺跡、がいつ頃営まれた遺跡であるのか?

この点については、遺物の項でも述べた通り、口唇部に坦面を設け櫛状工具による刻みが明瞭

にみられる台付護形土器が含まれること、 t甘形土器の口縁部破片が含まれること等から、瀬戸山

I遺跡が弥生時代後期から古墳時代前期に営まれた遺跡であることが想定されることとなった。

これはA地点(1)で把握した結果と合致することであり、遺物の内容からも当該地点は瀬戸山 I遺跡

に抱指される O

以上である。
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